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僚
友
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
物
心
両
面
に
わ

た
っ
て
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
ら
た
め
て
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
令
和
4
年
度
の
頑
張
り
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
し
て
気
の
抜
け
な

い
状
況
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
現
状
を
理
解
し
工
夫
し
な

が
ら
学
習
活
動
や
探
究
活
動
に
努
力
し
、「
チ
ー
ム
山
形

中
央
」
の
意
識
で
「
生
徒
と
職
員
が
ワ
ン
チ
ー
ム
」
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
力
を
思
う
存
分
に
発

揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
努
力
の
成
果
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
学
習

面
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
受
験
と
な
り
、
対
応
に
苦
慮
し
た

面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
４
年
制
大
学
３
２
１
名
（
国
公
立

47
名
〈
44
〉、
私
立
２
７
３
名
〈
１
２
６
〉、
防
衛
省
所
管

１
名
〈
1
〉）、
短
期
大
学
17
名
〈
11
〉、
看
護
・
医
療
系

を
含
む
専
門
学
校
等
に
36
名
〈
34
〉《
数
字
は
延
べ
合
格

者
数
〈　

〉
は
進
学
者
数
》・
警
察
官
や
県
職
員
な
ど
の

公
務
員
や
民
間
企
業
に
14
名
が
合
格
す
る
な
ど
、
粘
り
強

い
取
り
組
み
で
個
々
の
進
路
目
標
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
に
お
い
て
も
素
晴
ら
し
い
活
躍

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
県
高
校
総
体
で
は
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
・
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
・
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
・
サ
ッ
カ
ー
部
・
陸
上
競
技
部
・
水
泳
部
の
６
部
が
全

国
高
校
総
体
に
出
場
し
、
中
で
も
陸
上
競
技
で
は
２
種
目

で
準
優
勝
す
る
な
ど
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し
て
い
ま
す
。

他
に
も
５
度
目
の
甲
子
園
を
目
指
し
た
野
球
部
は
、
決
勝

で
惜
敗
し
た
も
の
の
準
優
勝
に
輝
き
、
そ
の
後
の
秋
の
県

大
会
で
は
優
勝
し
選
抜
出
場
に
あ
と
1
歩
及
ば
ず
で
し
た

が
、
全
校
一
体
と
な
っ
た
応
援
を
含
め
て
見
て
い
る
者
に

感
動
と
勇
気
を
与
え
る
素
晴
ら
し
い
戦
い
と
な
り
、
令
和

5
年
夏
こ
そ
は
甲
子
園
出
場
を
、
と
意
気
込
ん
で
お
り
ま

す
。
弓
道
部
女
子
団
体
の
全
国
選
抜
大
会
出
場
、
冬
季
競

技
に
お
い
て
も
ス
ケ
ー
ト
部
の
国
体
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

の
入
賞
、
ス
キ
ー
部
は
地
元
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
入
賞
と
は

い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
次
に
つ
な
が
る
素
晴
ら
し
い
滑

り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

の
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
春
の
高
校

バ
レ
ー
で
の
活
躍
は
全
国
上
位
レ
ベ
ル
の
実
力
を
感
じ
さ

せ
る
戦
い
で
あ
り
ま
し
た
。

　

文
化
部
活
動
に
お
い
て
も
吹
奏
楽
部
が
東
北
吹
奏
楽
コ

ン
ク
ー
ル
金
賞
、
美
術
部
は
美
術
工
芸
部
門
で
県
高
美
連

賞
・
特
選
を
獲
得
し
全
国
高
総
文
際
（
Ｒ
５
）
へ
の
出
品

が
決
定
、
文
理
科
学
部
も
全
国
高
総
文
際
へ
出
場
し
て
い

ま
す
。
演
劇
部
を
は
じ
め
各
部
と
も
、
定
期
公
演
や
各
種

発
表
会
を
通
し
て
普
段
の
練
習
成
果
を
し
っ
か
り
と
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
を
通

し
て
得
ら
れ
た
興
味
関
心
と
文
理
科
学
部
の
活
動
が
融
合

し
た
活
動
を
展
開
し
、
郷
土
山
形
探
究
コ
ン
テ
ス
ト
に
お

い
て
優
秀
賞
を
獲
得
す
る
な
ど
、
探
究
力
を
育
む
活
動
が

　

僚
友
同
窓
生
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
日
頃
よ
り
僚

友
同
窓
会
の
運
営
に
ご
協
力
ご
支
援
い
た
だ

き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

３
密
・
自
粛
・
ク
ラ
ス
タ
ー
・
医
療
崩

壊
・
臨
時
休
校
…
…
。
企
画
し
て
は
中
止
の

繰
り
返
し
。
世
界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
悩
ま
さ
れ
た
３
年
間
で
し
た
が
、

よ
う
や
く
鎮
静
化
に
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

一
方
で
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な

ど
の
影
響
も
あ
り
、
当
た
り
前
の
日
常
生
活

を
取
り
戻
す
に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か

り
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

母
校
は
、
昭
和
21
年
に
公
民
校
と
し
て
開

校
。
市
立
、
県
立
第
六
高
校
へ
と
変
遷
し
、

昭
和
25
年
に
県
立
山
形
中
央
高
校
に
な
り
ま

し
た
。
５
月
１
日
に
77
回
目
の
創
立
記
念
日

を
迎
え
ま
し
た
。
私
は
、
祝
辞
で
『
僚
友
同

窓
会
』
の
謂
れ
で
あ
る
『
僚
友
歌
』
の
話
を

し
ま
し
た
。
校
歌
が
制
定
さ
れ
た
の
が
、
昭

和
36
年
で
す
。
そ
れ
以
前
は
雨
谷
憲
作
先

生
作
詞
・
工
藤
八
郎
先
生
作
曲
の
、『
僚
友

歌
』
を
歌
っ
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
早
稲
田

大
学
に
は
「
栄
光
の
歌
」
が
あ
り
、
慶
応
義

塾
大
学
に
は
「
塾
歌
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

と
同
じ
よ
う
に
、『
僚
友
歌
』
は
、
心
を
奮

い
立
た
せ
る
友
情
・
団
結
・
前
進
・
切
磋
琢

磨
の
『
建
学
の
歌
』
と
し
て
歌
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
僚
友
同
窓
会
の
名
は
こ
こ
か
ら
由
来

し
て
い
ま
す
。

　

平
常
に
向
か
う
こ
れ
か
ら
。
僚
友
同
窓
会

年
々
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。

【
令
和
5
年
度
「
地
域
と
世
界
に
挑
戦
で
き
る
学
校
」
を

目
指
し
て
】

　

令
和
５
年
度
、
２
０
２
３
年
は
「
卯
年
」、
き
っ
と
今

ま
で
の
数
年
間
か
ら
「
飛
躍
」「
向
上
」
す
る
年
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
校
歌
の
3
番
に
「
混

沌
の
世
界
を
望
み
君
は
船
出
す
る　

さ
あ
友
よ
眉
上
げ
て

こ
こ
に
き
そ
っ
て　

今
日
の
日
を
決
意
新
た
に
進
も
う

　

わ
れ
ら
わ
れ
ら
山
形
中
央　

輝
く
中
央
」　

こ
の
内
容

を
深
く
考
え
る
と
、
ま
さ
に
今
の
世
の
中
を
示
し
、
私
た

ち
が
進
む
べ
き
道
を
示
唆
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。「
校

歌
の
よ
う
に　

明
る
く　

強
く　

輝
く
中
央
高
校
生
」
に

成
長
し
て
ほ
し
い
と
強
く
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
今
年
度
、
本
校
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
・
ス
ク
ー
ル
ポ
リ

シ
ー
を
策
定
し
、
山
形
中
央
高
校
っ
て
ど
ん
な
学
校
な

の
？
ど
ん
な
学
び
を
し
て
い
る
の
？
ど
ん
な
人
を
育
て
る

の
？
と
い
う
こ
と
を
具
体
的
に
示
し
て
中
央
高
校
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。（
詳
細
は
是
非
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
）

　

こ
こ
で
は
ス
ク
ー
ル
ポ
リ
シ
ー
策
定
の
柱
と
な
っ
た
本

校
独
自
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
キ
ャ
チ
コ
ピ
ー
は
「
地
域
と
、
世
界
に
、
挑
戦

で
き
る
学
校
」
で
す
。
☆
地
域
に
挑
戦
で
き
る
学
校
☆
世

界
に
挑
戦
で
き
る
学
校
☆
地
域
と
と
も
に
世
界
に
挑
戦

で
き
る
学
校
。《
地
域
・
世
界
の
考
え
方
》
に
つ
い
て
は

「
地
域
に
挑
戦
」
⇒
地
域
（
生
徒
が
活
動
・
生
活
し
て

い
る
場
所
）
と
つ
な
が
る
・
様
々
な
高
校
の
仲
間
が
集
い

協
働
、
実
践
す
る
。
中
心
的
な
機
能
の
確
立
・
ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
活
動
が
地
域
を
活
性
化
。「
世
界
に
挑
戦
」
⇒

様
々
な
分
野
（
世
界
）
に
挑
戦
・
地
域
や
専
門
分
野
で

培
っ
た
力
を
生
か
し
世
界
（w

orld

）
に
挑
戦
。「
地
域

と
と
も
に
世
界
に
挑
戦
」
⇒
中
央
高
校
で
の
学
び
と
地

域
と
協
働
し
て
得
た
力
を
活
用
し
、
郷
土
愛
を
大
切
に
し
、

世
界
（
分
野
・w

orld

）
に
挑
戦
す
る
。
こ
の
よ
う
な
学

校
を
目
指
し
て
ス
ク
ー
ル
ポ
リ
シ
ー
の
内
容
を
生
徒
・
職

員
が
共
有
し
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
今
年
1
年
「
挑
戦
」「
や
り
き
る
」「
思
い
や

り
の
心
」
を
大
切
に
チ
ー
ム
山
形
中
央
の
意
識
で
、
生

徒
・
職
員
ワ
ン
チ
ー
ム
で
何
事
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。
と
い
う
言
葉
を
掲
げ
て
「
普
段
」
を
大
切
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

プ
ロ
野
球
・
サ
ッ
カ
ーJ

リ
ー
グ
・
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
・
ス
キ
ー
・
企
業
経
営
者
・
文
化
活
動
・
地
域
行
政
の

中
核
を
担
う
人
材
・
政
治
家　

等
様
々
な
分
野
で
活
躍
す

る
同
窓
生
の
皆
様
の
姿
を
追
っ
て
後
輩
達
も
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。
僚
友
同
窓
会
の
皆
様
に
は
よ
り
一
層
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
僚
友

同
窓
会
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
、
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
活
躍
と
令
和
５
年
度

「
地
域
と
世
界
に
挑
戦
で
き
る
学
校
」
を
目
指
し
て

校
長　

佐
　
藤
　
裕
　
恒

こ
れ
か
ら
の
同
窓
会
・
初
心
に
帰
る

会
長　

長
　
田
　
栄
　
一

は
初
心
に
帰
り
、
僚
友
の
親
睦
と
福
祉
の
向

上
、
全
国
大
会
・
国
際
大
会
出
場
の
生
徒
達

へ
の
活
動
援
助
な
ど
母
校
発
展
の
た
め
様
々

な
事
業
を
展
開
し
て
行
き
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
よ
り
一
層
の
『
同
窓
力
の
結
集
』
が
必

要
で
す
。
急
速
に
変
化
す
る
今
。
更
な
る
進

化
を
続
け
る
山
形
中
央
高
校
。
そ
れ
を
支
え

る
我
ら
僚
友
同
窓
会
。
各
方
面
で
活
躍
す
る

僚
友
の
皆
様
に
は
、
自
己
の
可
能
性
を
広
げ

る
為
に
同
窓
会
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
僚
友
同
窓
会
総
会
は
９
月
22
日

（
金
）『
パ
レ
ス
グ
ラ
ン
デ
ー
ル
』
で
開
催

し
ま
す
。
久
し
ぶ
り
の
旧
友
と
の
再
会
や
、

同
窓
の
方
々
と
活
発
な
交
流
を
重
ね
て
い
た

だ
く
事
を
期
待
し
ま
す
。
是
非
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
沢
山
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
大
き
な
母
校
の
輪
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

幹
事
学
年
は
59
回
・
46
回
・
35
回
卒
で
す
。

　

次
に
、
同
窓
会
の
現
状
で
す
が
、
運
営
費

は
新
入
会
員
（
卒
業
生
）
の
入
会
金
に
頼
っ

て
い
ま
す
。
卒
業
生
が
２
４
０
名
と
大
幅
に

減
少
し
、
同
窓
会
運
営
は
非
常
に
厳
し
い
状

況
で
す
。
現
在
『
会
費
納
入
倍
増
計
画
』
を

展
開
中
で
す
。
母
校
へ
の
支
援
と
、
2
万
1

千
余
名
の
同
窓
会
の
維
持
継
続
の
為
に
も
会

費
納
入
で
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね

て
お
願
い
致
し
ま
す
。　

　

最
後
に
皆
様
の
ご
多
幸
ご
健
勝
を
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

　令和５年８月１日 （2）　



　

令
和
四
年
度
総
会
は
、
九
月
二
十
三

日
金
曜
日
、
午
後
六
時
よ
り
山
形
国
際

ホ
テ
ル
で
三
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
事
前
申
し
込
み
制
で
の
入
場
者
数

は
約
九
〇
名
で
開
か
れ
ま
し
た
。
総
会

で
は
、
ま
ず
物
故
会
委
員
に
黙
祷
を
捧

げ
ま
し
た
。
続
い
て
、
長
田
栄
一
同
窓

会
長
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
き
引
き
続
き

議
事
に
入
り
ま
し
た
。
第
一
号
議
案

「
令
和
三
年
度
事
業
報
告
」
は
拍
手
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
第
二
号
議
案
「
令

和
三
年
度　

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

決
算
報
告
と
監
査
報
告
」
は
伊
藤
豊
務

局
長
よ
り
報
告
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
号
議
案
「
山
形
中
央
高
校
僚
友
同

窓
会
役
員
（
案
）」、
第
四
号
議
案
「
令

和
四
年
度
事
業
計
画
」、
第
五
号
議
案

「
令
和
四
年
度　

一
般
会
計
予
算
に
つ

い
て
」
も
事
務
局
の
提
案
の
通
り
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
整
理
後
は
、
懇
親
会
に
入
り
新

型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
を
徹
底
し
な
が

ら
の
祝
宴
と
な
り
ま
し
た
。
中
心
と

な
っ
て
運
営
に
当
た
っ
た
五
十
六
回
卒

業
、
五
十
七
回
卒
業
、
五
十
八
回
卒

業
、
四
十
三
回
卒
業
、
四
十
四
回
卒

業
、
四
十
五
回
卒
業
、
三
十
二
回
卒
業
、

三
十
三
回
卒
業
、
三
十
四
回
卒
業
の
当

番
学
年
の
皆
さ
ん
に
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

令
和
五
年
度
総
会
は
、
九
月
二
十
二

日
金
曜
日
、
午
後
六
時
十
五
分
か
ら

「
パ
レ
ス
グ
ラ
ン
デ
ー
ル
」
で
開
催
し

ま
す
。「
参
加
し
て
楽
し
い
同
窓
会
」

が
合
い
言
葉
で
す
。
つ
な
が
り
を
大
事

に
会
員
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

•••••••••••••••••••••••••••••••
•••••••••••••••••••••••••••••••
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『
つ
ぎ
の
世
代
へ
』

　

昨
年
３
月
に
９
年
間
の
ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
の
日
本
代
表
活
動
に
一
線

を
引
き
、
山
形
に
帰
っ
て
き
て
か
ら

１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
蔵
王
温
泉

で
勤
め
な
が
ら
後
進
の
育
成
に
携
わ

り
、
自
分
自
身
も
国
体
に
向
け
て
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
日
々
に
少
し
ず
つ

慣
れ
て
き
た
も
の
の
、
指
導
と
い
う

も
の
は
い
つ
に
な
っ
て
も
難
し
い
。

現
役
の
時
は
自
分
が
速
く
な
る
た
め

に
、
自
分
だ
け
が
理
解
で
き
て
い
れ

ば
よ
か
っ
た
も
の
を
今
度
は
相
手
が

理
解
で
き
る
ま
で
噛
み
砕
き
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
難
し

さ
と
い
う
も
の
こ
の
一
年
で
痛
感
し

ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
恩
師
で
あ

る
椿
央
先
生
の
偉
大
さ
感
じ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
高
木
美
帆
選
手
が
立

ち
上
げ
た
「team

GO
LD

」
の
ア

シ
ス
タ
ン
ト
コ
ー
チ
を
兼
任
す
る
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
世
界
の

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
肌
で
感
じ
る
非
常

に
刺
激
的
な
コ
ー
チ
２
年
目
を
送
っ

て
い
ま
す
。
山
形
中
央
高
校
の
選
手

た
ち
が
目
標
達
成
に
向
け
て
突
き
進

ん
で
い
け
る
よ
う
に
自
分
が
し
て
き

た
経
験
、
新
し
く
取
り
込
ん
だ
知
識

で
未
来
へ
還
元
で
き
た
ら
と
思
い
ま

す
。 ウ

イ
リ
ア
ム
ソ
ン
　
師
円

ウイリアムソン師円の言葉ウイリアムソン師円の言葉

　

旧
松
山
校
舎
跡
地
に
あ
る
『
弓
道

場
改
修
落
成
式
』
が
、
６
月
16
日
に

現
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
の

弓
道
場
は
老
朽
化
が
激
し
く
、
こ
の

た
び
本
校
・
教
育
後
援
会
・
僚
友
同

窓
会
に
よ
り
整
備
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
式
で
は
、
佐
藤
裕
恒
校
長
の
挨

拶
と
現
状
説
明
が
あ
り
、
弓
道
部
主

将
の
『
奉
射
』
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
現
在
の
弓
道
部
員
数
は
46
名
。

男
子
は
今
季
の
県
大
会
で
優
勝
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
ま
す
。

女
子
は
、
昨
年
度
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
に
出
場
し
ま
し
た
。
強
豪
校

と
し
て
一
層
の
活
躍
を
期
待
し

ま
す
。

弓道場改修落成式弓道場改修落成式
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が
、
高
校
生
ら
し
く
過
ご
し
た
日
々
が
、

今
の
自
分
を
支
え
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま

す
。

【
巻
頭
企
画
】

　

あ
の
人
に
聞
き
た
い
！
高
校
時
代
か
ら
今
日
ま
で
、今
も
忘
れ
な
い
あ
の
瞬
間
！

部
活
は
人
生
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

■
高
校
生
活
は
野
球
一
色

　

３
年
間
野
球
部
で
し
た
。
当
時
は
日
大

山
形
と
東
海
大
山
形
の
２
強
時
代
。
中
央

高
野
球
部
は
今
と
は
違
っ
て
無
名
の
チ
ー

ム
で
し
た
。
そ
ん
な
な
か
、
３
年
の
春
の

県
大
会
で
東
海
大
山
形
に
勝
利
。
し
か
も

コ
ー
ル
ド
で
。
そ
の
後
も
勝
ち
進
み
、
県

で
準
優
勝
。
東
北
大
会
へ
。
青
森
県
営
球

場
で
福
島
県
の
代
表
と
戦
い
ま
し
た
。
雨

の
中
で
の
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
の
末
、
１
点

差
で
敗
れ
ま
し
た
。
私
は
レ
フ
ト
を
守
り
、

打
撃
面
で
は
い
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
あ
と
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、
同
級

生
た
ち
が
、
教
室
で
ラ
ジ
オ
放
送
を
聞
き

な
が
ら
み
ん
な
で
応
援
し
て
く
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。
何
気
な
い
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
遠
く
で
声
援
を
送
っ
て
く
れ
た

彼
ら
の
思
い
を
想
像
す
る
と
、
今
で
も
う

れ
し
さ
が
こ
み
あ
げ
て
き
ま
す
！

■
運
命
的
な
仕
事

　

大
学
を
卒
業
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。“
き
ち

ん
と
し
た
言
葉
を
話
せ
る
大
人
に
な
り
た

い
”
と
い
う
思
い
の
先
に
そ
の
仕
事
が
あ

り
ま
し
た
。
初
任
地
は
盛
岡
局
。
仕
事
の

１
つ
に
高
校
野
球
の
実
況
が
あ
り
ま
す
。

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
３
年
目
、
東
北
大
会
の
試

合
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会

場
は
青
森
県
営
球
場
。
な
ん
と
東
北
大
会

で
プ
レ
ー
し
た
場
所
で
し
た
。
放
送
す
る

立
場
と
し
て
再
び
足
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
。

今
度
は
ユ
ニ
ホ
ー
ム
で
は
な
く
、
ス
ー
ツ

姿
で
。
球
場
に
入
り
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
裏
か

ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
眺
め
ま
し
た
。「
懐
か

し
い
な
あ
」
と
思
い
出
に
浸
っ
て
い
る
と
、

驚
く
こ
と
に
当
時
の
監
督
が
山
形
県
高
野

連
の
役
員
と
し
て
来
て
い
た
の
で
す
！

「
監
督
さ
ん
！
」
と
声
を
か
け
、
少
し
白

髪
の
増
え
た
監
督
と
当
時
の
話
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
25
年
。
母
校
と

の
縁
は
続
き
ま
す
。
去
年
秋
、
山
形
県
大

会
の
決
勝
で
実
況
を
担
当
。
母
校
の
優
勝

の
シ
ー
ン
を
実
況
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
‼
野
球
部
Ｏ
Ｂ
と
し
て
こ
ん
な
に
幸
せ

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
情
が
入
っ
て

不
公
平
な
放
送
に
な
ら
な
い
よ
う
に
頑
張

り
ま
し
た
よ
～
（
笑
）。

■
後
進
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

社
会
人
に
な
る
と
、
た
ま
に
で
す
が
、

気
分
が
落
ち
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
と
き
に
中
央
高
で
過
ご
し
た
日
々
を
振

り
返
る
と
ち
っ
ぽ
け
な
も
の
に
思
え
る
の

で
す
。
二
度
と
戻
れ
な
い
高
校
時
代
で
す

１
９
７
０
年
山
形
市
生
ま
れ
。

県
立
山
形
中
央
高
校
を
経
て
早
稲

田
大
学
商
学
部
卒
業
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て

入
局
。
東
北
、
北
海
道
、
東
京
で

勤
務
。
東
京
で
は
Ｂ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス

キ
ャ
ス
タ
ー
、

衆
議
院
選
挙
キ
ャ
ス
タ
ー
、
国
会

中
継
、
報
道
番
組
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
担
当
。
現
在
は
山
形
局
で
、

ニ
ュ
ー
ス
の
ほ
か
、
高
校
野
球
実

況
、
選
挙
報
道
、
番
組
制
作
、
Ａ

Ｉ
活
用
を
担
当
。

Profile

　
羽
隅
　
将
一
　
第
41
回
卒
業
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高
校
時
代
の
思
い
出
を
振
り
返
る
と
、

同
級
生
の
部
員
た
ち
と
は
家
族
以
上
に
、

四
六
時
中
一
緒
に
過
ご
し
、
支
え
合
っ
た

３
年
間
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
合
宿
中

に
体
調
が
悪
く
な
っ
た
時
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
は
、
今
で
も
鮮
烈
に
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
合
宿
先
で
夜
中
に
体
調
が
急
に
悪
化

し
、
心
細
い
気
持
ち
で
い
る
と
、
い
つ
も

一
緒
に
過
ご
し
て
い
た
Ｔ
さ
ん
が
何
か
を

感
じ
取
っ
た
よ
う
で
、
急
に
目
を
覚
ま
し
、

「
ど
う
し
た
の
？
」
と
声
を
か
け
て
く
れ

た
の
で
す
。
私
が
「
気
持
ち
悪
い
」
と
伝

え
る
と
、「
ト
イ
レ
に
行
っ
て
お
い
で
」

と
。
一
緒
に
つ
い
て
き
て
く
れ
な
か
っ
た

も
の
の
（
笑
）、
彼
女
の
言
葉
は
私
を
安

心
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
で
も
、
そ
の

思
い
出
を
振
り
返
る
と
、
笑
い
と
と
も
に

心
が
温
か
く
な
り
ま
す
。

　

私
が
大
学
で
も
柔
道
を
続
け
る
こ
と
を

決
め
た
の
は
、
高
校
２
年
生
の
冬
で
し
た
。

当
時
は
美
容
関
係
に
興
味
を
持
っ
て
お
り
、

大
学
で
の
柔
道
継
続
は
あ
ま
り
意
識
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
高
校
２
年
生
が
終
わ

る
頃
、
高
校
生
活
が
ラ
ス
ト
１
年
と
な
っ

た
時
に
、
最
後
に
結
果
を
出
し
た
い
と
い

父
の
影
響
で
柔
道
を
始
め
、
山
形

大
学
附
属
中
学
校
か
ら
山
形
中
央

高
校
を
経
て
、
２
０
０
７
年
に
環

太
平
洋
大
学
に
進
学
し
、
同
大
学

の
柔
道
部
の
一
期
生
と
な
る
。
大

学
３
年
の
時
、
都
道
府
県
対
抗
全

日
本
女
子
柔
道
大
会
で
岡
山
県

チ
ー
ム
の
代
表
と
し
て
出
場
し
、

優
勝
に
貢
献
。
大
学
４
年
の
時
に

は
体
重
別
団
体
で
優
勝
を
果
た
す
。

卒
業
後
は
実
業
団
チ
ー
ム
、
コ
マ

ツ
に
所
属
し
、
２
０
１
３
年
の
講

道
館
杯
で
優
勝
。

現
在
は
、
母
校
で
あ
る
環
太
平
洋

大
学
の
教
員
で
あ
り
女
子
柔
道
部

の
コ
ー
チ
と
し
て
、
後
進
の
指
導

に
あ
た
り
、
２
０
２
２
年
、
Ｕ
Ｎ

Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｓ�

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｓ
コ
ー

チ
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
優
秀
賞

を
受
賞
し
て
い
る
。

Profile

う
気
持
ち
が
想
像
す
る
以
上
に
湧
い
て
き

ま
し
た
。
す
る
と
、
自
分
の
理
想
だ
け
が

先
走
り
、
不
安
ば
か
り
を
感
じ
、
毎
日
や

り
残
し
た
こ
と
は
な
い
か
、
今
日
１
日
を

終
え
て
寝
て
も
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
と
追
い

込
ま
れ
る
感
覚
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

時
ふ
と
、
大
学
で
も
継
続
す
る
と
今
決
め

る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
高
校
３
年
間
な
ん

て
通
過
点
で
し
か
な
い
と
思
え
、
何
故
か

気
持
ち
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
気
持

ち
を
経
験
し
た
こ
と
が
、
当
時
の
私
に

と
っ
て
大
学
で
上
を
目
指
そ
う
と
決
め
た

大
き
な
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

私
が
入
学
し
た
大
学
は
、
柔
道
部
の
創

部
が
同
時
期
で
、
私
た
ち
は
入
学
一
期
生

と
し
て
柔
道
部
に
所
属
し
ま
し
た
。
当
時

の
総
監
督
は
、
今
は
亡
き
古
賀
稔
彦
先
生
、

監
督
は
寝
技
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て

知
ら
れ
る
矢
野
智
彦
先
生
で
し
た
。
私
は

初
代
主
将
と
し
て
４
年
間
主
将
を
務
め
、

創
部
４
年
目
に
し
て
全
日
本
学
生
団
体
戦

で
日
本
一
の
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
私
は
、
大
学
に
て
柔
道
を
手
段
と

し
て
人
間
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
、
そ
し

て
勝
利
の
追
求
か
ら
本
当
に
学
べ
る
こ
と

を
知
っ
た
こ
と
で
、
柔
道
が
初
め
て
好
き

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
柔
道
に
魅
了

さ
れ
、
大
学
卒
業
後
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
を
輩
出
す
る
実
業
団
チ
ー
ム
に
所
属

し
、
世
界
で
は
活
躍
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
個
人
戦
で
日
本
一
を
経
験
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
母
校
の
大
学
に
て
体
育
社
会

学
を
専
門
と
す
る
教
員
で
あ
り
、
柔
道
部

の
コ
ー
チ
と
し
て
務
め
て
い
ま
す
。
古
賀

先
生
や
監
督
が
築
い
た
柔
道
部
の
理
念
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
私
自
身
が
柔
道
に
魅

了
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
し
て
柔
道
か
ら
学

ぶ
こ
と
の
本
質
に
気
づ
か
さ
れ
た
よ
う
に
、

選
手
た
ち
が
真
の
主
役
と
な
る
指
導
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
あ
り
ま
す

が
、
私
が
感
じ
る
こ
と
は
、
人
と
の
縁
や

つ
な
が
り
が
本
当
に
大
切
で
あ
る
こ
と
で

す
。
そ
し
て
、
そ
の
縁
や
つ
な
が
り
は
自

分
自
身
の
意
志
と
素
直
な
心
が
要
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
て
い
ま
す
。

人
と
の
出
会
い
や
縁
は
、
自
分
自
身
の
成

長
や
人
生
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
母
校
の
発

展
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

柔
道
か
ら
学
び
、
成
長
し

�

縁
を
大
切
に
生
き
る

　
片
桐
　
夏
海
　
第
59
回
卒
業

　令和５年８月１日 （6）　



　

私
は
現
在
、『
レ
ノ
フ
ァ
山
口
Ｆ
Ｃ
』
と
い
う
プ
ロ

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
で
代
表
取
締
役
社
長
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
前
は
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
し
て
13
年
間
活
動
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
選
手
と
い
う
立
場
で
し
た
が
、
い
ま
は
選

手
、
ス
タ
ッ
フ
、
ア
カ
デ
ミ
ー
生
の
人
生
を
背
負
っ
て
い

る
覚
悟
が
あ
り
ま
す
。

　

22
年
度
は
ク
ラ
ブ
の
売
上
が
11
億
円
を
超
え
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
Ｊ
１
を
視
野
に
入
れ
、
さ
ら
に
定
着
し
て
い
く

た
め
に
は
15
、
20
億
と
大
き
な
壁
を
超
え
、
年
間
入
場
者

数
は
１
試
合
平
均

１
０
、０
０
０
人

が
中
長
期
の
目
標

で
す
。
こ
の
目
標

を
達
成
す
る
た
め

に
は
ク
ラ
ブ
と
し

て
新
し
い
事
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
く
姿
勢
や
文
化

を
醸
成
し
、
よ
り

魅
力
的
な
チ
ー
ム

づ
く
り
、
街
づ
く

り
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

中
学
校
保
健
体
育
教
員
と
し
て
、
次
世
代
を
担
う
若
者

の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。
高
校
時
代
は
、
サ
ッ
カ
ー
部

主
将
と
し
て
全
国
大
会
で
活
躍
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
邁

進
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
が
、
現
在
は
保
健
体
育
の

授
業
を
全
国
の
先
生
方
に
向
け
て
発
表
す
る
と
い
う
重
責

を
担
っ
て
い
ま
す
。
高
校
時
代
に
は
、
全
く
想
像
が
で
き

な
か
っ
た
世
界
で
し
た
。

　

小
学
生
の
頃
か
ら
体
育
の
授
業
が
好
き
で
、
中
学
、
高

校
と
そ
の
気
持
ち
は
更
に
強
く
な
り
、
サ
ッ
カ
ー
部
の
指

導
に
も
憧
れ
を
抱
い
た
た
め
、
高
校
保
健
体
育
教
員
を
目

指
し
ま
し
た
。
し
か
し
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
中
学
、
高
校

時
代
は
、
生
活
の
全
て
を
サ
ッ
カ
ー
に
費
や
し
て
い
る
と

言
い
訳
を
し
、
学
習
か
ら
逃
げ
続
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
採
用
試
験
に
合
格
し
、「
教
諭
」
と
し
て
教
壇
に

立
つ
ま
で
に
六
年
も
の
歳
月
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。
一
年

に
一
度
し
か
な
い
試
験
に
向
け
て
懸
命
に
勉
学
に
勤
し
む

毎
日
は
、
出
口
の
見
え
な
い
ト
ン
ネ
ル
を
走
り
続
け
る
感

覚
で
苦
し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
諦

め
ず
に
挑
戦
し
続
け
ら
れ
た
の
は
、
高
校
時
代
の
厳
し
い

練
習
に
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
耐
え
た
経
験
や
、
粘
り
強
く

自
己
研
鑽
し
た
日
々
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
中
学
校
教
員
と
し
て
働
い
て
い
る
今
、
思
い
描
い
た

姿
と
は
若
干
異
な
る
形
と
な
り
ま
し
た
が
、
高
校
時
代
に

培
っ
た
、
強
く
、
し
な
や
か
な
信
念
が
、
折
れ
る
こ
と
の

な
い
自
分
の
芯
と
な
っ
て
い
ま
す
。
理
想
を
追
い
求
め
る
、

山
形
中
央
高
校
の
信
念
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

山
形
中
央
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
会
長
の
石
山
廣
昭

で
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
サ
ッ
カ
ー
部
・
サ
ッ
カ
ー
Ｏ

Ｂ
会
に
対
し
ま
し
て
、
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　

現
在
、
Ｏ

Ｂ
会
員
は
６
０
０
名
を
超
え
、
県
内
外
に
お
い
て
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
活
躍
し
て
お
り
、
後
輩
の
こ
れ
か
ら
の
躍
進

に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
高
校
選
手
権
で
は
、
是
非
と
も
県
代
表
を
掴
み
、

全
国
大
会
で
の
《
山
形
中
央
高
校
旋
風
》
を
熱
望
す
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

我
々
Ｏ
Ｂ
会
の
役
割
は
、
現
役
選
手
を
支
え
る
の
が
目

的
で
す
。
今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
訪
問
（
サ
ッ
カ
ー
部
編
）

　
渡
部
　
博
文
　
第
58
回
卒
業

　
山
路
　
一
哉
　
第
57
回
卒
業

　
石
山
　
廣
昭
　
第
31
回
卒
業

右から 渡部博文レノファ山口社長、長田僚友同窓会長、石山サッカーOB 会長

令和５年８月１日　　（7）



１．令和４年度（令和５年３月）卒業生進路状況
大　　　学 短 期 大 学 専門学校等 就　　　職 他

合計
（卒業者数）国公立 私立 計 国公立 私立 計 看　護

医療系
その他
専　門 大学校等 計 民間 公務員 計 予備校 その他

普
通
科

男子 25 43 68 0 1 1 3 4 2 9 0 1 1 0 1 80
女子 17 36 53 5 3 8 3 6 0 9 0 3 3 0 0 73
計 42 79 121 5 4 9 6 10 2 18 0 4 4 0 1 153

体
育
科

男子 0 40 40 0 0 0 6 5 0 11 6 4 10 1 0 62
女子 2 7 9 0 2 2 4 1 0 5 1 0 1 0 0 17
計 2 47 49 0 2 2 10 6 0 16 7 4 11 1 0 79

学　

年

男子 25 83 108 0 1 1 9 9 2 20 6 5 11 1 1 142
女子 19 43 62 5 5 10 7 7 0 14 1 3 4 0 0 90
計 44 126 170 5 6 11 16 16 2 34 7 8 15 1 1 232
％ 19.0 54.3 73.3 2.2 2.6 4.7 6.9 6.9 0.9 14.7 3.0 3.4 6.5 0.4 0.4 100�

■参　　考� ＊平成29年度までは普通科５クラス、平成30年から普通科４クラス

令和３年度 38 116 154 7 8 15 15 24 4 43 5 8 13 6 0 231
令和２年度 43 111 154 9 10 19 21 19 3 43 8 8 16 8 2 242
令和元年度 53 97 150 11 7 18 22 15 0 37 11 10 21 7 0 233
平成30年度 46 120 166 1 10 11 16 17 3 36 13 10 23 7 1 244

２．過年度との比較
〇大学合格者数推移� ＊平成29年度までは普通科５クラス、平成30年から普通科４クラス

卒業年度 Ｈ22 23 24 25 26 27 28 29 30 Ｒ１ ２ ３ ４
国 公 立 大 学 47 44 43 73 57 24 54 66 48 54 45 41 47
私 立 大 学 257 269 254 260 263 232 200 253 209 192 209 251 273

〇県内大学の合格者数推移
卒業年度 Ｈ22 23 24 25 26 27 28 29 30 Ｒ１ ２ ３ ４

山 形 大 学 25 21 16 34 26 8 30 22 15 21 21 14 20
県立保健医療大学 1 4 5 3 4 3 2 6 4 1 2 2 1
県立米沢栄養大学 0 0 0 1 1 2 1 2 3 2
東北芸術工科大学 10 2 12 17 5 17 7 2 7 2 1 6 9
東北公益文科大学 8 3 5 6 8 8 5 5 9 13 9 2 16
東 北 文 教 大 学 5 1 9 12 9 6 7 10 8 15 3 3 5

３．国公立大学等合格者・進学者数
国立大学

大　　学 学　　部 学　　科 合格
北 見 工 大 工 地 球 環 境 工 1

秋 田 大
教 育 文 化

学 校 ／ 教 育 実 1
学 校 ／ こ ど も 1
地 域 文 化 1

理 工 生 命 科 学 1

山 形 大

人 文 社 会 人 文 ／ 法 政 経 2

地 域 教 育
地 域 ／ 児 童 教 1
地 域 ／ 文 化 創 4

理 理 2

工

機 械 シ ス 工 3
高 分 子・ 有 機 1
化 学 ／ 応 用 化 1
化 学 ／ バ イ オ 1
情 報 ／ 情 報 知 1
情 報 ／ 電 気 電 1

工 フ レ シ ス テ ム 創 成 1
農 食 料 生 命 環 境 2

福 島 大 人 文 社 会
行 政 政 策 学 類 1
経 済 経 営 学 類 1
人 間 発 達 文 化 2

公立大学
大　　学 学　　部 学　　科 合格

岩 手 県 立 大 総 合 政 策 総 合 政 策 1

宮 城 大
事 業 構 想 1
食 産 業 1

秋 田 県 立 大 シ ス テ ム 機 械 工 1
生 物 資 源 生 物 生 産 科 学 1

山形県米沢栄大 健 康 栄 養 健 康 栄 養 2
山 形 県 立 保 健 医 療 大 学 理 学 療 法 1
神奈川保福大 保 健 福 祉 社 会 福 祉 1
横 浜 市 立 大 国 際 教 養 国 際 教 養 1

大　　学 学　　部 学　　科 合格

茨 城 大 人 文 社 会
法 律 経 済 1
人 間 文 化 1

筑 波 大 体 育 1
東 京 学 芸 大 教 育 　 　 教 育 ／ 生 涯 ス 1

新 潟 大
経 済 科 学 総 合 経 済 1

工 工 1
医 保 健 ／ 放 射 線 1

琉 球 大 農 地 域 農 業 工 1

　令和５年８月１日 （8）　



　

令
和
４
年
度
３
月
卒
業
生
の
入
会

式
が
、
２
月
28
日
（
火
）
午
前
９
時

20
分
よ
り
第
２
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
式
次
第
は
次
の
通
り
で
す
。

　

１
、
開
会
の
あ
い
さ
つ

　

２
、
会
長
あ
い
さ
つ

　

３
、
校
長
祝
辞

　

４
、
委
嘱
状
交
付

�

５
組　

伊
藤　

悠
哉

　

５
、
新
会
員
入
会
の
こ
と
ば

�

１
組　

冨
樫　

美
月

　

６
、
記
念
品
贈
呈

�

３
組　

渡
部　

永
唯

　

７
、
閉
会
の
あ
い
さ
つ

　

幹
事
（
普
通
科
２
名
・
体
育
科
１

名
）
は
冨
樫　

美
月
、
渡
部　

永
唯
、

伊
藤　

悠
哉
の
三
名
で
す
。

　

評
議
員
（
ク
ラ
ス
２
名
）
は

１
組　

佐
藤　

真
遥
、
冨
樫　

美
月

２
組　

荒
井　

千
皓
、
青
山　

紗
良

３
組　

渡
部　

永
唯
、
工
藤　

美
穂

４
組　

鈴
木　

颯
太
、
鈴
木　

彩
菜

５
組　

伊
藤　

悠
哉
、
石
川　

楓
可

６
組　

齋
藤　

広
夢
、
佐
藤　
　

愛

で
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令令和和５５年年度度収収支支予予算算書書（（案案））

収収入入のの部部
４年度決算額 ５年度予算額 増　　減

1 繰 越 金 22,,221166,,440000 22,,665544,,332299 437,929

2 入 会 金 33,,446655,,000000 33,,552255,,000000 60,000 15,000円×235名

3 維 持 会 費 991199,,771188 990000,,000000 △ 19,718 会員振込

4 総 会 費 776699,,000000 990000,,000000 131,000 総会チケット、広告料

5 繰 入 金 0

6 雑 収 入 8844,,664477 7700,,000000 △ 14,647

計計 7,454,765      88,,004499,,332299 594,564

支支出出のの部部
４年度決算額 ５年度予算額 増　　減

1 事 業 費 304,352        880000,,000000              495,648 各種事業費

2 運 営 費 2,122,693      22,,220000,,000000          

3 振 興 費 850,000        885500,,000000              0 体育文化振興会費（学校へ）

4 部 活 動 激 励 金 500,000        550000,,000000              0 部活動激励金（学校へ）

5 総 会 費 -                 11,,000000,,000000          1,000,000

6 広 告 費 38,500          6600,,000000                  21,500 事業広告

7 事 務 局 費 -                 220000,,000000              200,000

8 通 信 費 51,401          110000,,000000              48,599 光通信料、郵送代

9 会 議 費 -                 --                                30,000

10 負 担 金 -                 --                                0

11 慶 弔 費 51,000          5500,,000000                  △ 1,000 お餞別等

12 事 務 補 助 員 費 329,200        332299,,220000              0 事務補助員給与一部負担

13 委 員 会 運 営 費 -                 6600,,000000                  60,000

14 繰 出 金 -                 －－ 0

15 予 備 費 4400,,000000                  40,000

4,247,146      66,,118899,,220000          1,942,054

1,511,584      11,,886600,,112299          348,545

5,758,730      88,,004499,,332299          2,290,599

『僚友』印刷・送付料 

小小 計計

次次 期期 繰繰 越越 金金

合合 計計

山形県立山形中央高等学校僚友同窓会

（令和５年４月１日～令和６年３月３１日）

項　 　目 備　　　考

預金利子、ＣＤ売上、会報誌広告

項　 　目 備　　　考

収収入入のの部部

４年度予算額 ４４年年度度決決算算額額 増　　減

1 繰 越 金 22,,665544,,332299 22,,221166,,440000 0

2 入 会 金 33,,449955,,000000 33,,446655,,000000 △ 30,000 15,000円×231名

3 維 持 会 費 11,,000000,,000000 991199,,771188 △ 80,282 振替手数料引き去り後の金額

4 総 会 費 11,,000000,,000000 776699,,000000 △ 231,000 総会チケット代金、広告収入

5 繰 入 金 0

6 雑 収 入 8800,,000000 8844,,664477 4,647

計 8,229,329 7,454,765 △ 336,635

支支出出のの部部

４年度予算額 ３３年年度度決決算算額額 増　　減

1 事 業 費 880000,,000000                      330044,,335522                          △ 495,648 各種事業費

2 運 営 費 22,,220000,,000000                  22,,112222,,669933                    △ 77,307

3 振 興 費 885500,,000000                      885500,,000000                          0 体育文化振興会費（学校へ）

4 部 活 動 激 励 金 550000,,000000                      550000,,000000                          0 部活動激励金（学校へ）

5 総 会 費 11,,000000,,000000                  --                                          △ 1,000,000

6 広 告 費 6600,,000000                          3388,,550000                            △ 21,500 事業広告

7 事 務 局 費 220000,,000000                      --                                          △ 200,000

8 通 信 費 110000,,000000                      5511,,440011                            △ 48,599 光通信料、郵送代

9 会 議 費 --                                        --                                          0

10 負 担 金 --                                        --                                          0 会合負担金

11 慶 弔 費 4455,,000000                          5511,,000000                            6,000 香典、餞別

12 事 務 補 助 員 費 332299,,220000                      332299,,220000                          0 事務補助員給与一部負担

13 委 員 会 運 営 費 6600,,000000                          --                                          △ 60,000

14 操 出 金 －－ --                                          

15 予 備 費 4400,,000000                          △ 40,000

66,,118844,,220000                  44,,224477,,114466                    △ 1,937,054

22,,004455,,112299                  

88,,222299,,332299                  44,,224477,,114466                    △ 3,982,183

総総収収入入額額 総総支支出出額額 繰繰越越額額

77,,445544,,776655              － 44,,224477,,114466              = 33,,220077,,661199                      

山形銀行寿町支店普通預金46582

ゆうちょ銀行858店－普通0896181

預金利子・会報誌広告・雑収入(CD等)

山形県立山形中央高等学校僚友同窓会

令令和和４４年年度度収収支支決決算算書書　　（（案案））
（令和４年４月１９日～令和５年３月３１日）

項　 　目 備　　　考

合合 計計

項　 　目 備　　　考

『僚友』印刷・送付料 R4 8月発行

小小 計計

次次 期期 繰繰 越越 金金 山銀寿町支店普通預金、ゆうちょ銀行858店普通

【会計報告】

　全国高校選手権（ウィンターカップ）は、12月23日東京体育館などで開幕し、４年連続４度目の出場となった女
子の山形中央（山形）は１回戦で松江商（島根）と対戦。第３クオーター（Ｑ）途中には一時22点差をつけられる
劣勢をはねのけ山形中央75－69松江商で勝利した。15点を追う第４Ｑにゾーンプレスによるボール奪取から徐々に
ペースを握ると、五十嵐羽琉（３年）の３点シュートや下井陽和（２年）の果敢なドライブからのレイアップなど
怒とうの得点ラッシュで逆転勝ち。３年ぶりの初戦突破を果たした。２回戦では、明星学園84－61山形中央は強豪・
明星学園（東京１位）を相手に前半を36－37の１点ビハインドで終えたが、２戦連続の逆転勝ちとはいかなかった。

女子バスケットボール部女子バスケットボール部

　ジャパネット杯「春の高校バレー」第75回全日本バレーボール高
等学校選手権大会が第１月４日から東京体育館で行われた。１回戦
は、昌平高校（埼玉）に２－０でストレート勝ちし、16強進出を決
めた。次の３回戦では近江高校（滋賀）に０－２の負けを喫し、ベ
スト16となった。

男子バレーボール部男子バレーボール部
令和４年度

部活動の
活躍

部活動の
活躍

第75回 卒業生入会式

令和５年８月１日　　（9）



第
３
回

齋
藤　

益
子

第
４
回

岡
崎　

順
昭

第
６
回

伊
藤
た
み
子

三
沢　

幸
雄

第
７
回

石
川　

藤
男

阿
部　

勇
蔵

第
９
回

寒
河
江　

直

鈴
木　

英
行

山
崎
信
一
郎

第
１０
回

相
馬　

俊
明

海
野　

正
己

堀
川
つ
ね
子

長
沼　
　

清

第
１１
回

斉
藤　

茂
子

加
藤　

温
子

第
１２
回

佐
藤　

敏
明

多
田　

利
雄

清
野　

秀
雄

枝
松　

兌
怡

丹
羽　

裕
子

第
１３
回

濱
坂　

邦
明

松
田　

勝
彦

金
沢　

邦
夫

平
吹　

和
之

第
１４
回

大
宮　

則
子

佐
藤　

公
子

大
場　

恵
子

米
村　

峰
雄

野
口
千
津
子

石
澤　

喜
代

小
川　

修
子

第
１5
回

阿
部　

芳
雄

森
谷　

隆
士

広
谷　

幹
雄

山
川　

長
生

第
１６
回

市
塚　

富
子

峯
田　

弘
子

鈴
木　

國
廣

第
１７
回

井
上　

一
郎

鈴
木　

忠
志

仲
島　
　

勲

高
梨
加
代
子

第
１8
回

安
達　

良
子

鈴
木　

豊
子

大
瀧
ツ
ネ
ヨ

佐
藤　

正
興

第
１９
回

岡
田　

圭
司

高
橋　

春
美

斎
藤　
　

徹

会
田　

和
男

新
宮　

政
利

第
２０
回

小
笠
原
正
道

北
原　

繁
子

高
橋　

幸
子

斎
藤　

啓
一

矢
萩
久
美
子

梅
津　

道
子

浅
野　
　

孝

沼
沢　

京
一

鈴
木　

孝
雄

第
２１
回

阿
部　

良
春

岩
城　

博
範

武
田　

市
則

武
田　

荘
一

松
田　

昭
裕

峯
田　

正
雄

結
城　

和
男

板
橋　

和
子

中
村　

一
良

斎
藤　
　

繁

佐
藤　

和
裕

青
柳　

初
夫

小
林　

久
夫

鈴
木　

信
夫

小
関　

昭
一

伊
藤　
　

幸

第
２２
回

岡
野　

比
子

鬼
澤　

祥
子

前
田
義
次
郎

草
苅　

典
弘

武
田　

克
美

第
２３
回

石
沢　

章
好

長
田
真
佐
子

長
田　

栄
一

佐
藤　

純
子

今
野　

市
郎

戸
田
み
よ
子

柴
田　

宗
看

鈴
木　

康
弘

佐
藤
由
美
子

山
内　

定
義

長
岡
由
紀
子

佐
藤　

正
子

齋
藤
知
恵
子

菱
沼　
　

敏

第
２４
回

大
友
喜
代
子

佐
東　

義
昭

菅
井　
　

隆

松
木　

俊
和

西
村　
　

清

佐
藤　

幸
二

柿
﨑　

千
恵

第
２5
回

漆
山　

信
男

澤
渡　

好
子

片
山　

一
男

高
砂　

厚
子

東
海
林
孝
博

第
２６
回

結
城
美
津
子

第
２７
回

熊
谷　

賢
昭

鈴
木　
　

彰

三
品　
　

誠

武
田　

佳
彦

布
施　

昌
広

舟
越　

浩
幸

山
路
知
嘉
子

井
上　

敏
彦

伊
藤　

絹
江

酒
井　

富
一

逸
見　

正
光

第
２8
回

上
田　

好
一

安
田　

幸
子

峯
田　

幸
悦

吉
田　
　

誠

第
２９
回

阿
部　

和
子

佐
藤　

俊
晴

鈴
木　

弥
夫

鈴
木　

良
彦

相
馬　

敬
子

岡
口　

郁
子

眞
見　

和
樹

鈴
木　
　

亨

青
山　

英
朗

長
岡　

力
男

第
３０
回

粟
野　

俊
秀

第
３１
回

三
浦　
　

薫

黒
田　

信
幸

馬
場　

貞
子

髙
橋　

幹
則

萩
原　
　

伸

高
木　

良
子

羽
角　

克
之

第
３２
回

悪
原　

明
美

髙
橋
善
一
郎

落
合
喜
志
雄

高
橋
む
つ
み

布
施　

賢
而

佐
藤　

郁
子

佐
藤　

良
男

第
３３
回

本
木　
　

隆

諏
訪　

洋
子

高
木　

光
紀

佐
藤　

佳
子

第
３４
回

阿
部　

征
彦

工
藤　
　

哲

佐
藤　

裕
恒

第
３5
回

深
瀬　

洋
士

鈴
木　

純
子

第
３６
回

窪
田　

篤
人

半
田　

明
美

井
上　

規
夫

髙
橋　

利
明

第
３７
回

斎
藤　

純
一

垂
石　

晃
二

新
井　

恵
子

第
３8
回

今
田　
　

猛

清
野　
　

開

第
３９
回

椎
名
志
津
子

秋
田　

雅
人

第
４０
回

稲
毛　

宏
史

槇　

ふ
み
え

齊
藤　

幸
信

第
４１
回

木
村　

泰
大

第
４２
回

小
野
有
美
子

第
４３
回

井
上　

和
行

大
滝　

聡
志

野
々
村
則
夫

第
４４
回

菅
原　
　

斉

第
４5
回

齋
藤　
　

忍

伊
豆
田
弘
樹

第
４６
回

武
田　

信
広

鈴
木　
　

聡

第
４７
回

成
澤
健
一
郎

庄
司　

秀
幸

第
４8
回

多
田　

貞
春

第
5０
回

田
中
ひ
と
み

第
5２
回

遠
藤　

一
統

伊
藤　
　

豊

第
5３
回

川
口　

久
美

第
55
回

會
田　

康
仁

第
5７
回

小
田
嶋
亜
季

山
路　

一
哉

第
58
回

原
田　

朋
紘

東　
　

怜
鹿

第
5９
回

片
桐　

夏
海

第
６２
回

武
田
竜
太
郎

第
６４
回

國
井　

美
奈

竹
村　
　

萌

第
６5
回

奥
山　
　

優

第
６６
回

一
戸
誠
太
郎

ウ
イ
リ
ア
ム
ソ
ン　

師
円

第
６8
回

一
戸　

大
地

住
石
加
寿
己

第
７０
回

清
野　

優
矢

髙
橋　

真
弓

五
十
嵐
紫
乃

ウ
イ
リ
ア
ム
ソ
ン　
レ
ミ

髙
橋　

岳
大

第
７１
回

秋
田　

玲
菜

第
７２
回

菅
原　

颯
斗

第
７３
回

小
笠
原
祐
介

東
海
林
寛
右

（
計
２
１
１
名
）

令
和
４
年
度
維
持
会
費
協
力
者
211
名

（
令
和
４
年
４
月
～
令
和
５
年
３
月
ま
で
）

※万が一誤字・脱字、お名前が記載されていない方は、お知らせ下さい。

感謝

編

集

後

記

　令和５年度運営費の納入に引き続きご協力ください。
同封の振込用紙で、郵便局またはコンビニで納入くだ
さい。

「維持会費」納入のお願い
僚友同窓会

〒990－2492 山形市鉄砲町２丁目10－73
　　　　　 山形県立山形中央高等学校内
　　　TEL（023）641－7311��FAX�641－7313
　　　TEL（023）641－7312（担当�伊藤）
　　　E-mail��yamachudoso@amber.plala.or.jp

【
Ｙ
・
Ｓ
】
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
で
マ
ス
ク
は

今
も
Ｔ
Ｐ
Ｏ
で
装
着
し
、
手
洗
い
う
が
い
は

習
慣
化
（
よ
り
安
全
に
？
）。
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
が
よ
り
良
く
楽
し
い
時
代
に
進
展
し
ま
す

様
に
！

【
Ｊ
Ｍ
Ｋ
Ｔ
】
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
と
言
わ
れ

て
か
ら
早
２
年
。
い
つ
か
の
僚
友
同
窓
会
で

は
、
３
０
０
人
も
の
参
加
者
が
い
た
と
か
い

な
い
と
か
…
甲
子
園
に
も
行
く
と
か
行
か
な

い
と
か
…

【
Ｒ
・
Ｎ
】
昨
年
は
、
３
年
ぶ
り
の
総
会
開

催
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
っ
て
い
い
な
あ

と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
今
年
は
更
に
盛
り

上
が
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
Ｙ
・
Ｔ
】
今
年
は
一
段
と
暑
い
山
形
に

な
っ
て
い
ま
す
。
Ｒ
ｙ
ｏ
ｙ
ｕ
も
熱
い
情
報

を
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

【
Ｅ
・
Ｏ
】
地
区
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
本

校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
を
聴
い
た
。
迫
力
あ
る

質
の
高
い
演
奏
は
、
聴
衆
を
圧
倒
！
間
も
な

く
開
催
の
県
大
会
で
は
明
る
く
楽
し
く
元
気

に
金
賞
・
全
国
大
会
を
獲
得
し
て
ほ
し
い
！

11
月
に
23
回
卒
の
花
の
古
希
の
会
実
施
！
是

非
、
ご
参
加
を
！

【
Ｃ
・
Ｙ
】
先
が
見
え
な
い
と
思
わ
れ
た
コ

ロ
ナ
禍
を
何
と
か
脱
し
、
明
る
い
兆
し
に
勢

い
を
つ
け
て
く
れ
た
Ｗ
Ｂ
Ｃ
。
数
々
の
、
ス

ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
、
誇
ら
し
い
日
本
人

の
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
勢
い
を

そ
の
姿
勢
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で
、
山
形

中
央
の
生
徒
達
、
そ
し
て
同
窓
生
の
皆
様
が

羽
ば
た
い
て
行
く
こ
と
を
願
っ
て
裏
表
紙
を

デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
き
人
生
を

皆
様
に
。

※�

「Ryoyu

」
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

は
僚
友
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

　令和５年８月１日 （10）　



おかげさまでジョイングループは

創業60周年を迎えました

大規模なご宴席から少人数様での

パーティまで幅広く対応できます

令和５年８月１日　　（11）
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●卒業してから５年目、71回卒の方を無料
ご招待いたします。（出席される方は実
行委員会までご連絡ください）

●チケット7,000円　
　参加者受付中（締切り9月19日㈫）
●総会の担当幹事学年は、
　59回・46回・35回卒の
　３学年です。

9/22パレスグランデール（金）18：15～

当日券はございません要予約

2023

令和
５年度

【問い合わせ・申込み先】
山形中央高等学校  僚友同窓会総会実行委員会
　　　　　　　   TEL 023（641）7311・7312（中央高 担当：伊藤）

携帯：080－1674－1356

　令和５年８月１日 （12）　


